
三機工業グループは、経営理念「三機スタンダード」のもと、事業プロセスの各段階と事業領域において
新たな価値を創出し、あらゆる快適環境の実現と持続可能な社会の発展に貢献することを使命として取り組んでいます。

支える資本
 （2023年度）

創出する価値
（2023年度）

財務資本
◦純資産 1,046 億円

◦成長投資 27億円

製造資本
◦国内拠点（支社・支店） 18カ所
◦�総合研修・研究施設
  �（三機テクノセンター・
　 R&Dセンター）

2カ所

◦�大和プロダクトセンター 1カ所

知的資本
◦�幅広い事業領域における豊富な 

実績と高い技術力

◦試験研究開発費 15.3億円

人的資本
◦従業員数 2,659名

◦�一人当たりの
   平均研修費用 7.8万円/年

◦�グループ・協力会
社を含む技術力育
成活動の実施回数

156回

社会・関係資本
◦培った信用力と強固な顧客基盤

◦協力会会員企業 860社

◦お取引先との連携
◦�オープンイノベーションによる 

価値創出
◦�ス タ ー ト ア ッ プ 

企業との連携 5件

自然資本
◦環境への配慮

◦エネルギー・水資源等の投入
エネルギー

   使用量 24,383 MWh

水使用量 34.0千m3※1

継続的なさらなる企業価値の向上

快適環境の実現

持続可能なよりよい社会

三機工業グループ
経営理念

建築設備
事業

機械システム
事業

環境システム
事業

ファシリティ
システム

事業

Input 事 業 活 動  Output Outcome

社会課題 ステークホルダーからの要請
気候変動／資源・エネルギー制約／人口
減少・少子高齢化／人権の尊重／インフ
ラの老朽化

脱炭素化／防災・減災・レジリエンス／持続可能な資源利用／
自動化・省人化・生産性向上／安全な労働環境／インフラ施
設の維持・更新／働き方改革／DXの推進

企画・設計

三機工業グループのマテリアリティ P. 24–25

安定した収益と経営基盤の強化

脱炭素社会への
貢献

働く仲間の
幸福の追求

エンジニアリングを
活かした

快適環境の構築

新たな
社会価値の創造

P. 18–19超長期ビジョン2050年の姿

Phase1 Phase2

“Century 2025”
長期ビジョン

中期経営計画Phase3
「選ばれる」 P. 26–29

財務資本
◦ROE 9.2%

◦1株当たり年間配当金 85円

◦自己資本比率 51.7%

製造資本
◦�施工中のトラブル・クレームの削減率 

2022年度比 25%増

◦労働災害度数率（単体） 0.58 ※4

知的資本
◦特許登録数（2024年3月31日現在） 452件

人的資本
◦エンゲージメントスコア 51.3
◦施工管理技士（土木・建築・電気工事・管工事） 1,253名

◦女性管理職比率（2024年4月1日現在／単体） 2.4％
◦外国籍社員比率（2024年4月1日現在／単体） 1.1％

◦一人当たり月平均時間外労働時間 27.4時間

◦一人当たり有給休暇取得率 67.2％

社会・関係資本
◦協力会社との連携強化

◦取引先との意見交換の実施 26社

◦オープンイノベーション実施・参画件数 38件

自然資本
◦提案によるCO2削減貢献量（受注分） 44.4千t-CO2

◦自社製品による水処理量 0.8億m3

◦ZEBによる高効率な省エネルギー設備の提供

主な製品・サービス
（2023年度）
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※1  �三機テクノセンター、三機大和ビル、大和プロダクトセ
ンター、那須テクノステーションほか出張所含む8拠点

※2  �受注金額が10億円以上の工事物件
※3  元請現場・国内グループ
※4  三機工業施工現場（単体および協力会社）

Nakanoshima
Qross

遠東石塚グリーンペット姫路工場

主な実績

主な製品・サービス
◦受注高 2,323 億円

◦売上高 2,219 億円

◦大型完成
   工事物件 20 件※2

環境への負荷
◦�温室効果ガス排出量

Scope1, 2 5.50 千t-CO2

Scope3 4.08 百万t-CO2

◦�産業廃棄物 
排出量 15.3 千t※3

︱　サステナビリティ経営を通じた価値創造　︱
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価値創造のプロセス
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